
点鐘　…柳田純昭 会長

斉唱　…奉仕の理想

ゲスト紹介

鈴木茂男様（入会前ゲスト）

宣　京哲君（厚木 RC 奨学生）

ビジター紹介

厚木中 RC 会長　建部　覚様（右）
厚木中 RC 幹事　黒木良治様（左）

厚木県央 RC 会長　足立　進様（右）
厚木県央 RC 幹事　佐野達義様（左）

会長報告

◎ガバナー事務所より
・	 青少年交換学生募集の件

◎国際ソロプチミスト厚木より
・	 国際ソロプチミスト厚木認証 40 周年記念式

典のご案内
日時：10 月 3 日（日）
	 登録　10 時 30 分～ 11 時 20 分
	 式典　11 時 30 分～ 12 時 40 分
	 祝宴　13 時～ 15 時 20 分

会場：ロワジールホテル厚木
◎あつぎ鮎まつり実行委員会より

・	 第 64 回あつぎ鮎まつり協賛について（お願い）
◎ B － 1 グランプリ in 厚木実行委員会より

・	「B-1 グランプリ in 厚木」開催に伴う協賛に
ついて（お願い）

◎ AMDA ダイジェスト

幹事報告

◎週報
1.	厚木中ＲＣ
2.	座間ＲＣ

第2426回例会（7月13日）☆司会　小林 透 副SAA

＊会員夫人誕生日
　山口巖雄君（八重子夫人　24 日）

今日の例会（7月20日）

「50 周年実行委員会」
担当：黄金井一太実行委員長

次回の例会（7月27日）

未　定
担当：門田高明君

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」



3.	座間中央ＲＣ
4.	寒川ＲＣ
5.	相模原南ＲＣ
6.	伊勢原ＲＣ
7.	伊勢原平成ＲＣ
8.	秦野ＲＣ

◎活動計画書
１、	海老名ＲＣ
２、	海老名欅ＲＣ
３、	大和中ＲＣ
４、	寒川ＲＣ
５、	伊勢原ＲＣ
６、	伊勢原平成ＲＣ
７、	秦野ＲＣ

今日のお花

むくげ（壽永純昭君）

スマイル

厚木中 RC　建部覚会長　黒木良治幹事
厚木中 RC。会長幹事でおじゃまいたしました。同
じ市内のクラブ同士、一年間共々有意義なロータ
リー年度にいたしましょう。

厚木県央 RC　足立　進会長　佐野達義幹事
本年度、県央クラブ会長幹事おおせ付かりました。
足立と佐野です。向う一年間宜しくお願い致します。

柳田純昭会長　黒栁告芳幹事
厚木中クラブ建部会長、黒木幹事、厚木県央クラブ
足立会長、佐野幹事さん本日はようこそいらっしゃ
いました。一年間お互いに頑張りましょう。宜しく
お願いいたします。

西嶌洋一君
中 RC 建部会長 黒木幹事、県央 RC 足立会長 佐野
幹事、早速のごあいさつご苦労様です。一年間のご
活躍を期待しております。

山本淳一君
厚木中の建部会長さん黒木幹事さん厚木県央の足立
会長さん佐野幹事さん、ようこそお越し下さいまし
た。今年度よろしくおねがいいたします。

壽永純昭君
本日、七月のお盆のお経廻りの途中ですので早退さ
せていただきます。入会記念ありがとうございます。

髙橋宏君
お久しぶりです。今年度は、クラブ会報・IT 委員
会を担当させていただきます。黒栁智太郎さん金沢
さん十亀さん湯澤さん嶋田さん 1 年間よろしくお願
いします。皆で楽しく、役に立つ週報、ホームペー
ジを作成したいと思いますので、皆様の御協力をお
願い致します。

黒栁智太郎君
先週は入会のお祝い頂きありがとうございました。
先週は新年度に浮かれて、すっかりスマイルを忘れ
てしまいました。申し訳ありません、改めて。

黒栁智太郎君
お誕生日お祝い頂き有難うございます。充実した一
年にしたいと思います。皆様ご指導の程お願い申し
上げます。

米山尚登君
所用により早退します。

卓話「クラブ協議会」

担当：柳田純昭会長

クラブ運営委員会
統括委員長　國方達央君
クラブ運営委員会
につきましては、
年 度 計 画 書 の 17
ページに記載され
ていますように、4
つの委員会（会場
監督、クラブ財政、
スマイル・出席・プログラム、親睦活動）を管理、統
括しており、その役割はクラブ運営、クラブ行事を 1

年間滞りなくスムーズに進行することだと思います。
この目標を達成する為にも、会員始め委員長、委員
の皆様方のご協力の程をよろしくお願い致します。

会場監督　難波有三君
歴史と伝統のある
クラブらしく、厳
かな中にも和やか
な雰囲気が漂う例
会としていきたい。
1.	 会 長 幹 事 を 始

め 各 委 員 会 と



親睦活動委員会　会田義明君
本年度厚木ロータ
リークラブは創立
50 周 年 と い う 大
きな節目を迎えま
す。半世紀に渡り
活動を続けてこら
れたこの記念すべ
き年を機にロータリー精神の基本に戻ると共に、人
と人の絆を大切にしていきたいと考えております。
例会に出席することも親睦、行事に参加することも
親睦であると捉え、全ての行事に出席しやすい雰囲
気づくりを目指し来たるべき創立 50 周年記念例会
を成功させる為に会員全体が一丸となれますよう頑
張って行きますので皆様方のご協力をよろしくお願
い申し上げます。

クラブ広報委員会　本多正彦君
当委員会の活動の主旨は計画書記載の通りです。創
立 50 周年の年度として、平成 23 年 5 月 8 日（日）
の記念例会日を頂点として、当クラブの「P.R」に
努めることであります。内に向っては、会員全員の
協働により、友情と連携を深めること。外に向って
は柳田会長の方針の下で、ホームページ、記念事業、
記念例会を通して、当クラブの伝統ある歴史と活動
を広報する事です。「クラブ会報・IT」部内、「雑誌・
広報・年史」部門の委員長、委員の活躍を信頼し期
待致します。

クラブ会報 IT 委員会　髙橋　宏君
一 年 間 か け て 会
報・ホームページ
の充実は図りたい
と思います。くわ
しくは、事業計画
書 P22 をご参照下
さい。

雑誌・広報・年史委員会　山口巖雄君
雑誌については毎
月 発 行 さ れ て る

“ロータリーの友”
を購読して頂きた
い。新会員のロー
タリー教科書とし
て活用出来ると思
います。私も今月号“卓話の泉”に保育所の起源と
今が記載されており保育所の起源・歴史・歩みを知
ることが出来ました。
広報については厚木ロータリーを広く市民の方々に

連携を図り、例会がスムーズに進行するように
努める。

2.	 ゲスト・ビジターの方々に気持ち良く過ごしていただく。
3.	 食事を歓談しながらゆっくりと取っていただく。
4.	 席替えを 3 カ月に 1 回行い会員相互の融和を図る。
5.	 会員の皆様にご協力いただき、花の例会を続け

ていきたい。

クラブ財政　福住桂司君
クラブ会計は、会
長・幹事及び理事
会が常にクラブ財
政を正確に把握す
ることができるよ
うにし、クラブ運
営に当たって支障
をきたすことがないよう、厳正かつ正確な会計管理
を行います。

スマイル・出席、プログラム委員会　滝澤　勇君
1.	年間プログラム

は、事業計画書
に記載の通り決
めさせていただ
きました。皆様
のご協力をお願
い致します。

2.	「ロータリークラブ活動は例会への参加が基本。
出席率を向上させる。」という会長の方針に沿っ
て、クラブ例会への出席率の向上に取り組んで参
ります。

	 会員の皆様に出席率への関心を一層高めていただく
ため、3 ヶ月毎に、直近 3 ヶ月間と年度初めから累計
の個人別出席率を週報に掲載させていただきます。

3.	スマイルの目標額を 70 万円に設定させていただ
きました。目標達成に向けて、皆様のご協力を宜
しくお願い致します。

	 また、スマイル目標額の達成状況についても、個
人別出席率の発表時に、週報でご報告させていた
だきます。

4. ５大祝いの記念品は思い出に残る品物を選定させ
ていただきました。事業所開設と結婚記念日及び
入会記念日のお祝い時には、何回目の記念日（何
周年）かをお知らせ致します。但し、当日のスケ
ジュールの都合で、割合させていただくことがあ
りますので、予めご了承ください。	

5.	卓話については、年間スケジュール表に沿って進
めてまいりますので、従来通りよろしくお願い致
します。



理解を頂けるよう努力し会員増強の一助になればと
思います。出来れば地元紙に 50 周年に合わせて“厚
木ロータリーの顔”を掲載したいと思います。ただ
し予算があれば・・・です。
年史については 50 周年の記念誌の発行に備えて過
去の歩みの整理はもとよりこれからのロータリーの
記録の保管整理に努めて参ります。
尚、ガバナー月信も読んで頂きたいと思います。

会員増強委員会　黄金井康巳君
会員増強委員会の
統括委員長の黄金
井です。副委員長
の和田さんと、一
年間務めて参りま
すので、よろしく
お願いいたします。
会員増強委員会の担当部門は、ロータリー情報委員
会、会員選考・職業分類委員会、会員増強・会員維
持委員会の 3 部門です。
この委員会は、新たな会員を増やし、正しくロータ
リーを理解していただき、そしてロータリアンとし
て活動してゆく仲間を拡大してゆくことです。
今年度の柳田会長の当委員会への目標が 23 ページ
中央の 3 点です。
1. 50 名目標の会員増強
2. 職業分類のバランスと充填
3. 新会員のフォローと研修　の 3 点です。
大変に不安定な経済状況の最中ではありますが、担当各
委員会の方針の下に、ひとりでも多くの会員増強が図れ
るよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

ロータリー情報委員会　難波有三君
当委員会は各会員に国際ロータリーの情報を伝え、
ロータリーの理解を深めていただく。
1.	例会等を通じてロータリーに関する情報を提供し

ていきます。
2.	時に新会員に地区大会、IM 等への参加促し、ロー

タリーの理解を深めていただく。
3.	新会員を対象に 8 月に情報集会をそして 1 月には

炉辺会談を開催し、新旧の融和を図ります。

会員選考・職業分類委員会　青木啓次君
1. 人格や評判は申

し分ないか
2. 奉仕の精神があ

るかないか
3. 毎週の例会に出

席出来るか否か
会員増強委員会か

らの要請をお待ちしております。
（職業分類）創立時とは職業も細分化されて細分化し
てきましたので、分類表の見直しに必要があると考え
ています。

会員増強委員会　和田正幸君
本年度は厚木ロー
タリー創立 50 周
年にあたるので会
員も 50 名迄に増
員したい。
それには、本年度
の目標を色々と記
載しましたが要は、会員一人一人のお力を借りて増
強に務めて行きたい。

奉仕プロジェクト委員会　吉岡　敏君
今年度、厚木 RC
は創立 50 周年を
迎えます。前年度
から 50 周年に向
けて記念事業委員
会がスタートし、
周年事業について
の検討を加えて参りました。
その結果、記念事業として、厚木市が WHO に認証
取得申請をしているセーフコミュニティ国際認証取
得後、本厚木駅前に「セーフコミュニティ認証取得
都市」の駅前広告塔の設置を予定しております。
また、厚木市の使用済み消防車の無償譲渡をうけ、そ
の消防車をタイ国に贈呈する事業を計画しております。
このそれぞれの事業を社会奉仕事業と国際奉仕事業
に位置付け、2010 ～ 2011 年度の委員会事業として、
50 周年実行委員会と連携して進めて参ります。
職業奉仕、新世代奉仕委員会につきましては、年度
計画書に記載してあるようにそれぞれの事業を進め
て参りますが、50 周年記念事業を進めていく中で
関わりが生じる事業についても担当して参ります。

職業奉仕委員会　壽永純昭君
計画書 P27 です。
ロータリーは「親睦

（クラブ奉仕）と奉
仕（職業奉仕）の
調和」です。車の
両輪をバランスよ
く勉強しましょう。
2010 年度の地区協報告書 P109 をよく読みましょう。



出席報告　＜会員40名、出席対象36名＞

6 月 29 日例会　　確定出席率 82.35％ 7 月 13 日例会　　出席 34 名　欠席 2 名　出席率 94.44％
＜欠席者＞

　門田高明君・前迫静美君

ロータリー財団委員会　統括委員長　飛鳥井豊君
今年度は、財団補
助金委員として西
嶌さん、米山奨学
金増進委員として
福住さんが地区よ
り委嘱されており
ます。当クラブに
とっては大変心強いことであります。
これら委員会の活動源は皆様方からの寄付金と時間的の
奉仕です。どうぞ笑顔で御協力をお願い申し上げます。

ロータリー財団委員会　山本淳一君
今 年 度 の RI 会 長
レイ・クリンギン
スミス氏はロータ
リー財団奨学生出
身です。氏は「ひ
とえにロータリー
のおかげです」と
述べておられます。
かながわ湘南 RC は財団学友によって生まれたクラ
ブです。「ロータリーに恩返しをしたい」と言って
おられます。
地道に続けて来た財団寄付金は教育的プログラムの
中で結実しており、うれしく思います。また人道的
プログラムでポリオは 99.9％減少しましたが、まだ
発症が見られる 0.1％ + αに対してロータリーの総
力をあげて絶滅しなければなりません。本年も国際
奉仕委員会のご協力をお願いいたします。
財団寄付金は 180 ドル / 一人以上です。
財団月間には有易な卓話を予定しております。

米山奨学委員会　三宅壯平君
本年度、当クラブ
が 奨 学 生「 チ ョ
ウ　ルイさん」を
カウセラーをして
おります。「セン」
のカウセラーの福
住さんと協力して
いきたいと思います。
会員の皆様に米山奨学の為に１人 20000 円の御寄付
をよろしくお願いいたします。

社会奉仕委員会　小林　透君
事業計画書 P27 を
ご参照ください。
一年間会員皆様の
ご協力をお願いい
たします。

新世代奉仕委員会　常磐重雄君
年度計画書に記載
の 4 つのテーマを
実践したいと思い
ます。
尚、 当 ク ラ ブ は
こ こ 数 年 LYLA
を 行 っ て い ま せ
んので、今年度、9 月の新世代奉仕月間に地区から
LYLA の担当の方に来て頂き、卓話をして頂こうと
思っています。

国際奉仕委員会　西迫一郎君
今年は、国際奉仕
の目玉が 50 周年
に合わせて、中古
の消防自動車を発
展途上国へ寄付す
ることを計画して
います。
昨年度 3 月中旬に柳田会長、吉岡奉仕プロジェクト
リーダーが昨年度秦野名水 RC のご協力のもと、この
事業の概要を知るべくタイ国を訪問しておられます。
50 周年という節目に当たって歴史を振り返ること
も大事ですが、これからの厚木 RC がどこへ行こう
としているかを皆さんで検証していきましょう。
ついてはいくつか実験を試みていく所存ですが、会
員各位におかれましては間接的なご協力というより
も是非とも贈呈式へのご参加いただくことをお願い
します。


